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北

海

道

地
方

炭

鉱

の
開

発

と

展

開

概

況

(
要
覧
及
び
覚
書
)

一、

開

坑

沿

革

・
鉱

業

権

者

篇

二

左

合

藤

三

郎

目

次

は
じ
め
に

e
利
用
文
献
に
つ
い
て

口
整

理
方
法
の
骨
子

(以
上
、
前
号
)

一
、
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
開
発
沿
革
大
要

e
沿
革

の
大
要

]U
出
炭
高
の
推
移

白
鉱
区
件
数
及
び
平
均
面
積

四
稼
行
炭
礦

数

固
指
標
の
集
約

(以
上
、
本
号
)

二
、
開
坑

・
沿
革
概
況

e
開
坑
時
期
別
分
布

①
開
坑

の
炭
田
別
分
布

日
稼
行
炭
礦

数

日四
開
坑
沿
革

の
タ
イ
プ

三
、
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
概
況

e
鉱
業
権
者
数

O
居
住
地
細
別

白
鉱
業
権
者
の
炭
田
別
進
出
状
況

日四
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
構
成

の

一
斑

四
、
大
資
本
の
重
要
炭
礦

占
有
化
概
況

e
出
炭
高
別
構
成
に
占
め
る
財
閥
系

の
比
重

O
時
期
別
に
見
た
炭
礦
開
坑
経
営
者
の
種
別
構
成
概
況

五
、
北
海
道
に
誇
け
る
炭
田
開
発
進
度
と
そ
の
ベ
ク
ト
ル

e
炭
田
開
発
進
度
と
主
要
な
送
炭
手
段
と
の
関
連

O
河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴

日
三
大
財
閥
系
炭
礦

分
布
概
況

附

一
、
地
元
炭
礦

大
資
本

の
不
成
立

附
二
、
送
炭
手
段
の
炭
田
別
概
況

一
、

北

海

道

石

炭

鉱

業

の
開

発

、

沿

革

大

要

四
〇

年

代

の
初

め

に
、

簡

便

に

そ

の
沿

革

の
大

要

を

知

り

た

い

た

め
北

海

道

石

炭

鉱

業

史

お
よ

び

北

海

道

労

働

史

の
通

史

を
探

し

た

が

、

こ
れ

ら

が
未

だ

研

究

の

緒

に

つ

い
た

ば

か

り

で

あ

る

こ
と

を

知

っ
て
、

学

界

に

無

縁

の
私

は

一
驚

し

た

も

の

で

あ

つ
た

。

北

海

道

の
基
幹

産

業

は

石
炭

鉱

業

で

あ

る

と

い

っ

て

よ

い
。

そ
れ

に

わ

が
国

三

大

産

炭

地
の

一
で
も

あ
る
。
ま

た
北
海

道

は
特

殊

労

働

問

題

の
豊

庫

で

も

あ
る

。

に

も

か

か

は

ら

ず

…

…

と
怪

訴

の
念

を

禁

じ

得

な

か

っ
た

。

い

ま

は
当

時
着

手

早

々

で

あ

っ
た

「
新

北

海

道

史

」

も
編

刊

せ

ら

れ

た

し
、

各

面

の
諸

研

究

も

そ

の
後

進

ん

で

ゐ

る

で

あ

ら

う

か
ら

、

当
時

ほ

ど

の
惨

状

で
は

な

か
ら

う

。

さ

う

で

あ

る

に

し

て
も

、

北

海

道

石

炭

鉱

業

の

沿
革

の
骨

子

は

「
北

海

道

の
鉱

業

」

(
昭
和

一
入

年

、

札

幌

鉱

山

監

督

局

編

)

が

記

す

と

こ

ろ

を
数

歩

も

出

で

な

い

と
見

て

よ

い

と

思

ふ

。

そ

れ

で
、

整

理

集

約

結

果

に

つ
き

摘

記

す

る

に

先

立

ち
、

沿

革

の

骨

子

と

趨

勢

の
大

体

を

ザ

ッ
と

知

っ
て

誇

い

て
も

ら

ふ

素
材

と

し

て
出

炭



高
、
鉱
区
件
数
誇
よ
び
稼
行
炭
礦

数

の
推

移
に

つ
い
て
、
前
掲
書
澄
よ
び

「
北
海

道
炭
礦

統
計
資
料
集
成
ω
」
に
よ
り
簡
略

に
紹
介
し
て
診
か
う
。

e

沿
革

の
大

要

明

治

二
十

年

頃

ま

で

は

白

糠

(
休

山
)

、

茅

沼

、

幌

内

、

幾

春

別

、

春

採

が
開

坑

せ

ら

れ

た
程

度

で
、

「
他

は
未

開

発

の

ま

、

で

あ

っ
た
。

当

時

の
採

炭

も
狸

掘

式

の
範

囲

を
出

な

か

っ
た

が
独

り
茅

沼

の
み

が
」

坑

内

軌

道
、

半

噸

炭

車
、

輸

車

路

、

四

噸

汽

関

車

等

を
設

備

し
、

「
近

代

企

業

的

色

彩

を
帯

び

て

ゐ
た

」

に

す

ぎ

な
か

っ
た
。

「
明

治

二
十

二
年

北

海

道
炭
礦

鉄

道

株

式

会

社

の
創

立

と
共

に

石

炭

鉱

業

が

民

業

に

移

り

漸

次

発

展

拡

張

を
見

、

今

日

の
盛

況

を

来

す

に

到

っ
た
」

。

「
こ
れ

は

中
央

大

資

本

の
道

内

進

出

と

西

欧

技

術

の
普

及

に

よ

る

も

の

で
、

殊

に

技

術

の
普

及
進

歩

に

は

米

人

ラ

イ

マ

ン
が

与

っ
て
力

が

あ

っ
た
。

即

ち

彼

は

明
治

五
年

北

海

道

地
質

調

査

主

任

と

し

て
開

拓

使

庁

に
招

聰

さ

れ
、

七

年

五
月

先

づ
幌

内

の
山

奥

を
探

検

調

査

」

着

手

よ

り

「
苦

業

三
年

に

亘

る
絶

大

な
る

努

力

に

よ

り

遂

に

全

道

地

質

状

態

を
調

査

し
、

意

を

炭

田

の
開

発

に

致

し
、

本

道

石

炭

鉱

業

の

基

礎

を
作

っ
た

の

で
あ

る

」

(
「
北

海

道

の
鉱

業

」

九

六

頁
)

ラ

イ

マ
ン
に
先

立

ち

、

幕

府

の

招

き

に

ょ

り

文

久

元

年

(
一
八

六

一
)

に
プ

レ

ー

キ
、

パ

ン
ペ

リ

ー
両

入

が
道

内

地

質

・
鉱

物

を

調

査

し
、

火

薬

の
使

用

、

金

銀

分

収

法

を
伝

へ
、

慶

応

三

年

二

八
六

七
)

に

は

ガ

ー

ル
が
茅

沼

炭

坑

に

運

炭

軌

道

を

敷

設

し
、

明

治

四
年

に

は

ト

ー

マ
ス
、

ア

ン

チ

セ

ル
の

両
人

が
開

拓

使

の
招

き

に

よ

り

鉱

山

を
巡

視

し
、

茅

沼

炭

山

改

良

を

提

議

し
た

り

し

て

ゐ
る

が
、

北

海

道

石

炭

鉱

業

の
基

礎

を

つ
く

っ

た

の

は
何

と

い

っ
て
も

ラ

イ

マ
ン
で

あ

る
。

ラ
イ

マ

ン
は
、

北

海

道

石

炭

鉱

業

の
開

発

の
第

一
着

手

と

し

て
茅

沼

炭

坑

の
改

良

、

幌

内

炭

坑

の
開

坑

を

提

議

し
、

こ

れ

ら

が

実

現

さ

れ

た
o

(幌

内

炭

坑

の
開

坑

は

、

ラ

イ

マ
ン
が
油

田
地

質

調

査

等

の

た

め

本

州

に

去

っ
た
後

に
、

開

坑

の
た

め

に
招

か

れ

た

ク

ロ
フ

ォ

ー

ド
等

に

ょ

っ
て
着

手

さ

れ

た
。

)

彼

の
功

績

は

こ

の

ほ

か

、

北

海

道

の
鉱

物

・
地

質

調

査

を

ひ

ろ

く

実

施

し

、

調

査

報

文

一
八

冊
、

附

随
す
る
地
形
図

・
地
質
図
二
六
枚
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
総
結
集
し
た
も
の
と
し
て

「
北
海
道
地
質
総
論
」
、

「
日
本
蝦
夷
地
質
要
略
之
図
」
を
作
成
し
て
北
海
道
鉱

業
開
発

の
指
針
を
つ
く

っ
た
こ
と
、
こ
と
に
鉱
物
の
う
ち
で
も
石
炭

の
豊
富
に
着

目
し
て
こ
れ
に
力
を
注
ぎ
、
当
時
す
で
に
存
在
が
知
ら
れ
て
ゐ
た
茅
沼
、
幌
内
、

空
知
、
釧
路
各
炭
田
に

つ
き
そ
の
概
況
調
査
の
結
果
を
明
か
に
す
る
と
と
も
に
、

奈
井
江
、
美
唄
、

マ
ク
ン
ベ
ツ

(
日
高
)
等
の
各
炭
田
の
存
在
を
明
か
に
し
、
夕

張
炭
田
の
存
在
を
予
測
し
た
こ
と
。
そ
の
簡
易
な
器
具
を
以
て
大
体
を
誤
ま
ら
ぬ

俊
敏
な
調
査

・
実
測

の
方
法
と
近
代
的
地
質
学
の
知
識
を
若
い
日
本
人
助
手
に
教

授
し
、
近
代
的
地
質
調
査
の
基
礎
を
つ
く

っ
た
こ
と
な
ど
が
特
筆
せ
ら
れ
る
。
そ

の
高
適
な
人
格
と
求
道
的
な
生
活
態
度
と
を
加

へ
る
必
要
も
あ
ら
う
。
ラ
イ

マ
ン

に
随
行
し
た
助
手

一
三
人
が
調
査
を
通
じ
て
育
成
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
が
国
の

石
炭
鉱
業
の
基
礎
的
発
展
に
尽
し
た
功
も
見
遁
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

(註

一
)

「
北
海
道
の
鉱
業
」
が
記
す
や
う
に
、
北
海
道
石
炭
鉱
業

の
本
格
的
な
開
発
を

劃
期
し
、
近
代
化
を
推
進
し
た
の
は
北
炭

で
あ
っ
た
。
当
初

の
社
名
北
海
道
炭
礦

鉄
道
が
示
す
や
う
に
、
官
営

の
炭
礦

(幌
内
、
幾
春
別
)
と
幌
内
鉄
道
線
払
下
げ

を
受
け
、
夕
張

・
空
知
両
炭
礦

を
開
坑
し
、
空
知
線
、
室
蘭
線
、
夕
張
線
を
敷
設

す
る
な
ど
、
石
狩
炭
田
の
運
炭
動
脈
を
独
占
し
た
。
こ
れ
に
ょ
り
ま
た
石
狩
炭
田

の
開
発
を
遅
ら
せ
た
責
も
免
れ
な
い
。
事
実
石
狩
炭
田
の
本
格
的
な
開
発
は
国
有

鉄
道
法
成
立
後
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
北
海
道
の
鉱
業
」
は
そ
の
後

の
沿
革
の
大
筋
を
次
の
や
う
に
略
記
し
て
ゐ
る
。

明
治
三
入
年

京
都
合
資
、
南
大
夕
張
磧
開
坑

同

四
〇
年

日
本
興
業
、
奔
別
、
歌
志
内
両
磧

開
坑
着
手

大
正

二
年

飯
田
延
太
郎

美
唄
炭
礦

開
坑

同

三
年

美
唄
鉄
道
開
通

北
海
道
石
炭
鉱
業
会
創
立

同

四
年

三
井
鉱
山
、
三
井
砂
川
炭
礦

開
坑
着
手

右
の
う
ち
、
奔
別
は
奈
良
義
路
、
歌
志
内

は
中
村
弥
六
に
よ
り
中
村
炭
礦

と
し

一
58一



て
明
治
三
〇
年
代
に
開
坑
し
て
ゐ
る
が
、
開

発
沿
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
記
を
基
本

と
し
、
こ
れ
に
大
正
九
年
の
太
平
洋
炭
礦

設
立
、
大
正
十
四
年

の
坂
炭
礦

㈱
の
住

友
炭
礦

へ
の
改

組
に
ょ
る
住
友

の
本
格
的
進
出
を
加

へ
れ
ば
よ
い
で
あ
ら
う
。

中
央
大
資
本
の
進
出
は
右
の
住
友

の
進
出

を
侯

っ
て
完
了
し
、
財
閥
資
本
に
よ
る

集
中
態
勢
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

(註

一
)
例

へ
ば
、

ラ
イ

マ
ン
が
北
海
道

を
去

つ
た
後
山
内
徳
三
郎
を
地
質
調
査

主
任
と
し
て
道
内
地
質
調
査
を
続
行
し
、
島
田
純

一
、
山
際
永
吾
は
幾
春
別
炭

田
を
、
坂
市
太
郎
は
夕
張
炭
田
を
発
見

し
、
島
田
は
筑
豊
炭
田
地
質
図
を
初
め

て
作
成
し
、
其
後
に
三
井
山
野
炭
坑
の
開
坑
に
当
る
。
坂
は
上
歌
志
内
炭
礦

を

竪
坑
に
よ
り
本
格
的
に
開
坑
し
、
坂
炭
礒
株
式
会
社
を
設
立
し
て
経
営
す
る
。

西
山
正
吾
は
三
井
砂
川
鉱
区
に
併
合
せ
ら
れ
た
西
山
坑
を
逸
早
く
開
坑
し
、
三

井
に
譲
渡
後
明
治
三
〇
1
三
五
年
に
通
計
四
年
余
札
幌
鉱
山
監
督
署
長
と
し
て

北
海
道
の
鉱
業
行
政
に
尽
し
た
。
桑

田
知
明
は
幾
春
別
炭

田
を
実
測
し
、
そ
の

後
常
磐
炭
田
の
秋
山
坑
を
経
営
し
た
。
稲
垣
徹
之
助
は
後
に
安
川
敬

一
郎
に
聰

さ
れ
て
明
治
鉱
業
の
専
務
に
な
っ
た
。
前
田
精
明
は
北
炭
に
入
社
し
て
夕
張
磧

の
開
発
に
尽
し
て
ゐ
る
。

⇔

出

炭

高

の
推

移

明

治

三
〇

年

代

よ

り

の

三
年

詮

き

の
出

炭

高

と
、

参

考

と

し

て
そ

れ

以

前

の
適

当

年

次

の
出

炭

高

を
附

し

た

の

が

表

一
で

あ

る

。

北

炭

創

業

直

後

の
明

治

二

三
年

、

北

炭

の
石

狩

炭

田
独

占

が

崩

壊

す

る
直

前

の

同

三

八
年

、

第

一
次

大

戦

開

戦

の

大

正

三

年

、

同

終

戦

後

の
同

九

年

、

昭

和

恐
慌

期

の

昭
和

四
年

の
時

点

を

と
ら

へ
て

そ

の
間

の
倍

率

を
見

る

と

、

明

治

一
八

-

二

三

年

の

五
年

間

に

五

・

一
倍

、

同

二

三

1
二

八

年

に

三

・

一
倍

、

同

二

入

-

三

入

年

の

一
〇

年

間

に

二

倍

、

同

三

八

-

大

正

三

年

の
九

年

間

に

二

・
二
倍

、

大

正

三

ー

九
年

の
六

年

間

一

・
七
倍

、

同

九

1
昭

和

四
年

の
九
年

間

に

一

・
六

倍

と

期

間

表1北 海道出炭高推移(1)

対全国比

(%)
0.2

2.9

7二1

12.2

9.3

9.1

10.2

10.9

9.7

11.6

14.1

15.4

16.7

18.8

21.0

倍 率

(倍)

5.1

51

1.1

1.5

1.2

1.55

1.05

1.5

1.4

1.25

1.1

1.2

1.2

出炭 高

(千噸)
1

56

185

(579)

635

964

1,177

1,607

1,702

2,587

5,615

4,509

4,844

5,906

7,172

年 次

M8

18

25

28

52

55

58

41

44

T3

6

9

12

S1

4

(備 考)1.「 北 海道炭礦 港 湾 調 査 資料 」 「北 海道

炭礦統計 資料 集 成 ① 」 に よ り作成

2.()内 は27-29年5ケ 年 間 の 平

均値である(こ の間 の変動が大 きいに よる)

 

を
降
る
に
従
ひ
倍
率
は
鈍
り
、
こ
と
に
第

一
次
大
戦
後

の
慢
性
イ
ン
フ
レ
期
の
停

滞
は
明
か
で
あ
る
。

出
炭
高
段
階
、
北
海
道
出
炭
高

の
対
全
国
比
段
階

の
到
達
年
次
を
示
し
た
の
が

表
二
で
あ
る
o
北
海
道
出
炭
高
は
明
治
三
六
年
に

一
〇
〇
万
頓
を
突
破
し
、
大
正

二
年
に
二
〇
〇
万
頓
、
同
七
年
に
四
〇
〇
万
頓
、
昭
和
四
年

に
は
七
〇
〇
万
頓
を

超
え
た
。
対
全
国
比
に
お
い
て

一
〇
%
は
大
正
三
年
に
到
達
し
、
五
年
後
に

一
五

%
に
、
昭
和
三
年
に
は
二
〇
%
に
増
加
し
た
。
九
北
両
者
で
対
全
国
比
は
ほ
ぼ
入

五
%
を
占
め
、
北
海
道
の
増
率
は
ま
た
九
州
の
比
重
低
下
と
い
ふ
相
対
関
係
が
見

ら
れ
る
。

日

鉱
区
件
数
及
び
平
均
面
積

明
治
三
八
年
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
の
間
に
つ
き
三
年
毎
に
石
炭
鉱
区
件
数
及
び

平
均
面
積

を
示
し
た
の
が
表
三
で
あ
る
o
参
考
に
明
治
二
八
年
を
加

へ
た
。
出
炭

高
と
同
年
次
間
の
倍
率
を
見
れ
ば
、
鉱
区
件
数
に
お
い
て
は
次
の
や
う
に
、
採
鉱

卜而



表2北 海 道 出炭 高 推移(2)

出炭高段階到達

出 炭 高
(万頓)

50

(安 定

100

200

500

400

500

600

700

到達年次

M26

M50)

M56

T2

T6

(T5近 迫)

T7

T15

S2

S4

対全国比段階到達

%段 階

10%

10%

15

20

到達年次

M58

T5

T8

S5

同九州の比重下降段階

%段 階

75%

70

65

下降年次

T5

T7

S4

表5石 炭 鉱 区 件数 ・平 均 面積 要 表

年 次

M28

58

41

44

T5

6

8

9

12

15

S4

鉱区件数計⑧

146

569(2.5)

455(1.2)

612(1.4)

762(125)

969(1.5)

1,871

2,445(2.5)

1,290(0.5)

1,025(0.8)

955(〔L9)

採 掘

件 数

27

109(4.0)

159(1.5)

165(1.2)

177(1.1)

487(1.05)

210

224(1.2)

208(O.9)

207(1.0)

214(G.0)

面績(千 坪)

511

576(1.1)

619(1.1)

711(1.15)

855(1.2)

875(1.0)

924

971(1.1)

1,074(1.1)

1,008(O.9)

989(1.0)

試 掘 (B》

件数B

119

260(2.2)

294(1.1)

447(1.5)

585(1.5)

782(1.5)

1,661

2,219(2.8)

1,082(〔L5)

816(O.75)

759(O.9)

面績(千 坪)

488

557(1.1)

735(1.4)

725(1.0)

711(1.O)

750(1.05i)

816

759(1.0)

715(O.9)

721(1.0)

721(1.0)

B/A㈲

81.5

70.5

68

73

77

81

89

91

84

80

7Z5

(備 考)1.「 北 海 道炭礦 統計 資料 集成(1)、 に よ り作成。

2()内 は対 前段年 次の 倍率 を示 し、B/Aは4捨6入 した。
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鉱
区
は
日
清
戦
後
三
〇
年
代
に
四
倍
、
試
掘
鉱
区
は
第

一
次
大
戦
中
に
四
倍
弱
の

急
増
で
あ
り
、
戦
後
の
慢
性
イ

ン
フ
レ
期

に
は
試
掘
鉱
区
件
数
は
三
〇
%
に
激
減

し
、
そ
の
様
変
り
の
激
し
さ
を
示
し
て
ゐ
る
。
要
示
す
れ
ば
次
の
通
り
。

起

年

ー

終

年

明
治
二
八
年

-
同

三
八
年

同

三
八
年

1
大
正

三
年

大
正

三
年
-
同

九
年

同

九
年
1
昭
和

四
年

年

数

一
〇
年

九
年

六
年

九
年

計
二

・
五

二
⊥

三

・
二

〇

・
四

採
掘
鉱
区

四

・
〇

一

・
六

一

・
三

〇

・
九

五

試
掘
鉱
区

二

・
二

二

・
二

五

三

・
八

〇

・
三

平
均
面
積
に
澄
い
て
は
、
採
掘
鉱
区
は
三
〇
年
代
ま
で
五
〇

万
坪
台
だ
が
そ
の

後
増
加
し
て
第

一
次
大
戦
時
に
は
八
〇
万
坪
台
、
戦
後
は

一
〇
〇

万
坪
前
後
に
拡

大
し
て
ゐ
る
。
試
掘
鉱
区
は
こ
れ
よ
り
若
干
下
廻
り
、
明
治
四

一
年
以
後
七
〇
万

坪
台
に
あ
る
。
倍
率
は
次
の
や
う
に
明
治
三
八
1
大
正
三
年
間
に
や
や
高
い
程
度

で
、
大
き
な
変
動
は
な
い
。

起

年

i

終

年

明
治
二
八
年
1
同

三
八
年

同

三
八
年
ー
大
正

三
年

大
正

三
年
1
同

九
年

同

九
年
-
昭
和

四
年

採
掘
鉱
区

一

⊥

一

・

五

一

・

一

一

・
○

試
掘
鉱
区

一

・

一

一

・
三

一

・

一

〇

・
九

五

右
は
北
海
道
石
炭
鉱
区
全
体
の
推
移
の
概
勢
で
あ
る
が
、
主
要
炭
田
と
し
て
石

狩
、
釧
路
、
天
北

(留
萌
を
含
む
)
の
三
炭
田
に
十
勝

・
胆
振

両
郡
計
を
加

へ
て

鉱
区
件
数
の
炭
田
別
内
訳
を
表
示
し
た
の
が
表
四
で
あ
り
、
推
移
の
様
子
は
こ
れ

に
よ
り
御
検
察
願
ふ
こ
と
と
し
て
、
概
勢

の
要
点
の
み
を
簡
単
に
指
摘
す
る
に
止

め
る
。

ω
採
鉱
鉱
区
に
お
い
て
は
、
石
狩
炭
田
は
明
治
四
〇
年
代
か
ら
大
正
期

を
通
じ
て

六
〇
%
前
後
を
占
め
て
基
幹
炭
田
で
あ
る
こ
と
が
表
は
れ

て
ゐ
る
。
釧
路
炭
田

は
明
治
二
八
年
当
時
は
石
狩
炭

田
と
同
様
四
〇
%
余
を
占
め
て
ゐ
た
が
以
後
減

少
し
、
明
治
四
〇
年
代
か
ら
大
正

一
二
年
頃
ま
で
は

一
〇
%
台
に
あ
り
、
天
北

炭
田
は
明
治
三
八
年
以
後
ほ
ぼ
二
〇
%
前
後
を
示
し
て
意
外
に
多
い
。

②
試
掘
鉱
区
に
つ
い
て
は
、
石
狩
炭
田
は
大
正
三
年

の
六
四
%
を
頂
点
と
し
て
明

治
三
八
年
か
ら
第

一
次
大
戦
中
を
通
じ
て
五
〇
%
台
に
あ

っ
た
が
、
戦
後
は
四

〇
%
前
後
に
減
少
し
た
。
釧
路
炭

田
は
明
治
二
八
年

の
約

一
六
%
か
ら
漸
減
し
て

大
正
三
年
に
は
石
狩
炭
田
と
は
逆
に
最
低
と
な
り
、

し
か
し
大
正
六
年
以
後
は

再
び

一
五
%
前
後
に
回
復
し
て
ゐ
る
。
天
北
炭
田
は
第

一
次
大
戦
中
は

一
〇
%

台
に
落
ち
る
が
、
そ
の
他
は
二
五
%
前
後
を
占
め
て
ゐ
る
。

⑤
上
の
と
こ
ろ
か
ら
い
っ
て
、
石
狩
、
釧
路
の
両
者
は
鉱
区
増
減
が
大
体
相
対
的

関
係
に
あ
る
。

④
天
北
、
十
勝

・
胆
振
の
両
者
は
漸
増
傾
向
に
あ
る
。
但
し
、
前
者
は
採
掘
鉱
区

数
が
、
後
者
は
試
掘
鉱
区
数
が
日
清
戦
後
、
採
掘
鉱
区
数
が
第

一
次
大
戦
中
に

増
加
す
る
と
い
ふ
違
ひ
が
あ
る
。

要
す
る
に
、
石
狩

・
釧
路
両
炭
田
が
早
期
に
鉱
区
設
定
が
進
ん
だ
が
、
両
者
間

に
お
い
て
は
鉄
道
の
開
通
、
港
湾
開
発
と
い
っ
た
送
炭
手
段
の
開
発
の
遅
速
に
よ

り
日
清
戦
後
石
狩
炭
田
が
急
速
に
進
展
し
、
釧
路
炭
田
の
鉱
区
展
開
が
遅
れ
る
結

果
を
招
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
こ
と
に
第

一
次
大
戦
前
後
に
格
段

の
懸
隔

を
生
じ
た
が
、
戦
後
不
況
期
を
通
じ
て
較
差

を
回
復
し
て
ゐ
る
。
こ
の
間
に
お

い

て
天
北
、
十
勝

・
胆
振
の
両
者
が
大
体
漸
増
し
て
ゐ
る
が
、
天
北
炭
田
の
カ
ー
ブ

は
釧
路
炭
田
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
類
似
し
て
ゐ
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
o
こ
の
両
炭

田
の
増
勢
は
、
石
狩
炭
田
開
発
後
釧
路
、
次
い
で
こ
の
両
炭
田
の
南
北
両
方

へ
の

展
開
を
表
は
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

レ而



表4

年 次

M2

5

4

4

T

S

1

1

8

8

1

4

5

6

8

9

2

5

4

炭田別鉱区件数概況表

年 次

⊥Vl28

58

41

44

T5

6

8

9

12

15

S4

年 次

M2

5

4

4

T

S

1

1

8

8

1

4

5

6

8

9

2

5

4

合計

石 狩

64

188(2.9)

246(1.5)

587(1.6)

490(1.5)

557(1.1)

744

92フ(1.7)

559(0.6)

475(O.9)

450(0.9)

釧 路

29

47(1.6)

50(1.1)

50(0.6)

50(1.7)

155(2.7)

564

454(5.5)

200(0.5)

165(0.8)

179(1.1)

天 北

24

80

96

150

152

176

428

62ろ

570

258

251

(5.5)

(1.2)

(1.4)

(1.0)

(1.5)

(55)

(0.6)

(0.7)

(O.9)

十 勝

19

12

25

52

54

104

140

44

41

40

(0.6)

(2.1)

(1.5)

(1.1)

(4.1)

(0.5)

(0.9)

(1.0)

胆 振

6

24(4.0)

19(0.8)

25(1.5)

48(1.9)

68(1.4)

149

209(51)

105(0.5)

61(0.6)

62(1.0)

探

石 狩

11

57(5.2)

86(1.5)

105(1.2)

116(1.1)

117(1.0)

12ろ

152(1.1)

127(1.0)

128(1.0)

120(0.9)

釧 路
11

22(2.0)

20(0.9)

15(0.65)

18(1.4)

25(1.4)

26

29(1.2)

22(0.75)

19(0.9)

58(2.0)

天 北

20

25

51

55

35

40

41

40

40

59

(1.15)

(1.55)

(1昏1)

(1、1)

(1.2)

(1.0)

(1.0)

(1.o)

掘

十 勝

1

5

5

14

15

12

12

12

(5.o)

(1.0)

(5.0)

(0.8)

(1.o)

(1.0)

胆 振
1

4

4

4

5

5

4

4

4

5

4

(4.0)

(1.o)

(1.o)

(0.75)

(1.0)

(1.5)

G.o)

(1.25)

(0.8)

試

石 狩

55

151

160

282

574

420

621

795

412

545

510

(2。5)

(1.2)

(1.8)

(1.5)

(1.1)

(1.9)

(0.5)

(0.8)

(o.9)

天 北

掘

釧 路
18

25(1.4)

50(1.2)

17(0.6)

32(1.9)

108(5.4)

558

405(5.75)

178(0.4)

146(0.08)

141(1.0)

24

60

75

99

99

141

588

582

550

218

192

(2.5)

(1.2)

(1.55)

(1.0)

(1.4)

(4.1)

(0.6)

(Ol7)

(o.9)

十 勝

19

12(0.6)

24(2.0)

29(1.2)

51(1.1)

90

125(4.0)

52(0。25)

29(0.9)

28(1.0)

胆 振
5

20

15

21

45

65

145

205

99

56

58

(4.o)

(0.75)

(1.4)

(2.1)

(1.4)

(5.15)

(o.5)

(0.6)

(1.o)

(備 考)1.前 掲 書 に よ り作 成 した。( )内 は同様 倍 率 であ る。
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西

稼
行
炭
礦

数

明
治
四
四
年
以
降
昭
和
四
年
ま
で
の
稼
行
炭
礦

数
及
び
年
三
万
頓
以
上
出
炭
高

別
内
訳
を
表
五
に
掲
げ
た
。
出
炭
五
万
頓
以
上
を
重
要
鉱
山
と
す
る
の
で
、
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
三
万
頓
以
上
を
加

へ
、
五
万
頓
以
上

の
う
ち
主
力
炭
礦

と

し
て

一
〇
万
頓
以
上
を
内
訳
の
基
準
高
と
し
た
。

表
五
に
よ
り
稼
行
炭
礦

数
の
推
移
を
要

約
す
れ
ば

①
稼
行
数

(試
掘
を
含
む
)
は
明
治
二
二
年
北
炭
創
立
ま
で
は
僅
か
四
礦
程
度
に

す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
明
治
末
に
は

一
七
礦
に
、
大
正
期
に
入
る
と
急
増
し
大
正

八
年
の
八
七
磯
を
頂
点
と
し
て
以
後
減
少
し
、
大
正

一
〇
年
代
以
降
は
五
〇
礦

台
で
推
移
す
る
。
こ
の
う
ち
試
掘
鉱
区

が
第

一
次
大
戦
中
に
急
増
し
て
ゐ
る
こ

と
が
そ
の
活
況
を
表
は
し
て
を
り
、
大
正
末
以
降
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

②
稼
行
炭
礦

数
の
う
ち
三
万
頓
以
上
出
炭
礦
の
比
重
は
第

一
次
大
戦
中
に
半
減
し
て

ゐ
て
、
当
時
の
小
炭
礦

の
簇
生

・
濫
掘

の

一
斑
を
う
か
が
は
せ
る
も
の
が
あ
る

が
、
戦
後

一
〇
年
代
に
入
る
と
四
〇
%
台
に
ま
で
回
復

し
て
ゐ
る
。

⑤

一
〇
万
頓
以
上
出
炭
礦

数

の
対
稼
行
炭
礦
数
比
も
明
治
末
期
の
三
五
%
か
ら
第

一
次
大
戦
中
を
通
じ
て
減
少
し
、
大
正
六
1
九
年
は
僅
か

一
四
%
台
に
な
っ
た

が
、
同

一
二
年
以
後
は
三
〇
%
台
に
回
復
し
て
ゐ
る
。
試
登
鉱
区

の
試
掘
稼
行

を
除
い
た
場
合
は
、
大
正
末
以
降
四
〇
%
か
ら
五
〇
%
に
迫
る
の
で
あ
る
。
い

つ
れ
に
し
ろ
三
万
頓
以
上
出
炭
礦

の
う
ち

一
〇
万
頓
以
上
出
炭
礦

は
明
治
末
以

後
表
掲
期
間
を
通
じ
て
五
〇
1
六
〇
%
台
に
あ
り
、
大
正

一
〇
年
代
以
後
は
七

〇
%
に
上

っ
て
ゐ
て
、
稼
行
炭
礦

の
生

産
規
模

の
拡
大
を
う
か
が
ふ
こ
と
が
で

き
る
り

こ
れ
を
資
本
の
面
か
ら
見
る
と
周
知

の
や
う
に
中
央
大
資
本
の
進
出
と
そ
の
独

占
化

へ
の
推
移
で
も
あ
る
。
三
大
財
閥
資
本
の
道
内
出
炭
高
に
占
め
る
比
重
を
表

六
に
示
し
た
が
、
明
治
期
に
お
け
る
北
炭

の
独
占
度
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
、
大

正
期
以
後
三
大
財
閥
資
本
投
下
炭
礦

の
稼

行
と
買
収
と
に
よ
り
北
海
道
炭
を
制
覇

し
て
ゆ
く
概
勢
が
知
ら
れ
よ
う
。
第

一
次
大
戦
を
経
て
八
割
近
く
を
占
め
る
に
至

表5稼 行炭礦 数 及 び 出炭 高別 内訳

A指 数

G采登のみ)
C/A同10万 頓

以上 ◎

同5万 頓

以 上

出炭5万

頓 以 上
B/A出炭5万

頓以上⑥

稼行炭礦数

(助(試 登)
年 次

59(59)

100(100)

258(145)

300(22Z5)

265.5(20①

179(155)

190(145)

190(141)

55

2Z5

14.5

14

14

55

55

56

6

8

10

12

11

17

18

20

1

4

4

7(1)

7(2)

5(2)

5(2)

5(1)

3

5(1)

1(1)

5(2)

4(1)

2

1

5(1)

59

52

22

23

28.5

46

44

47

10

15(1)

15(1)

22(3)

22(5)

24(2)

24(2)

26(2)

17

29

69(27)

87(21)

77(19)

52(7)

55(15)

55(14)

M44

T5

6

8

9

12

15

S4

(備 考)1.M44は 「管 内鉱 区一 覧 」(但 し夕張 、 空知 両郡 のみ の集 計)、T5以 降 は 「北

海 道石 炭鉱 業 会 々報 」(毎 年 の 「北海 道 石 炭鉱 業概 況 」)に 拠 り作成 した。

2.出 炭 高別炭礦 数 の()内 は石狩 炭 田以 外 の炭 田所 在 の炭礦 数 を示 し内数 で あ

るo

ト而



表6大 資本 の 出炭集 中 度 (単 位 千 トン)

大 資 本 別

北 海 道出炭高

大 資本 出炭比

北 炭

三 井 鉱 山

太 平 洋炭礦

三 井 計

三 菱 鉱 業

雄 別炭礦

三 菱 計

住 友 計

M25

185

88.2%

88.2

M28

579

679

67.9

M58

1,177.5

85.1

85.1

T5

2,587

65.6

54.3

5.6

5.6

5.7

5.7

T9

4,509.5

7&3

56.9

3.8

4.0

78

15.5

15.5

O.1

S4

7,172

91.4

44.0

12.0

4.5

16.5

19.0

4.5

25.5

ス5

(備 考)1.「 北海 道炭礦 統計 資料集 成1」 に拠 り作成。 但 し、 北 炭 出炭 高M25、28、38

は北 炭 「七十 年 史 」 に拠 り、 またM28は27～29年5ケ 年 間の 平均 値 とした。

2.三 井 計 は三 井礦 山、 太平 洋炭礦 の合 計 と し北 炭 は別計 とした。 住 友 は住 友総 本 店一

住 友 坂炭礦 を略 した。

表7北 海 道石 炭鉱 業 開発概 勢諸 指標

指数表(大 正5年=100)

出 炭 局

三大財閥系炭鉱出炭高

鉱
区
件
数

炭
田
別
内
訳

鉱
平
面

区
均
積

稼 行

炭礦数

合 計

採 掘

試 掘

石 狩

釧 路

天 北

十勝胆振計

採 掘

試 掘

出炭計
5万 頓以上同

10万 頓以上

M25

7

10

M28 M58

22

24

45.5

59.5

19

15

20

48

61.5

44

15

58

18

7.5

58

94

61

54

60

54。5

67

75.5

塁・59

'
・67

き75

T5

(2,587)100

(1,645)100

(

(

(

762)100

177)100

585)100

(

(

(

(

490)100

50)100

132)100

80)100

(855)100

(711)100

(

(

(

29)1CO

15)100

8)100

T9

174

215

521

126.5

579

189

868

472

261

114

107

265。5

147

157.5

S4

277

598.5

125

121

126

88

558

175

77.5

116

101

190

175

250

(備 考)1.T3の()内 は実 数 で あ り、 出炭高=千 頓、 件 数=件 、 平 均 面

積=千 坪、炭礦 数=礦 を単 位 とす る。

2.稼 行炭礦 数 の※ はM44の 数 値 で ある。

指
標
の
集
約

上
に
見
て
来
た
諸
指
標
を
概
括
す
る
便
と
し
て
大
正
三
年
時
を

一
〇
〇
と
し
た

主
要
時
点

に
お
け
る

指
数
を
参
考
に
掲
げ

(表
七
)
要
約
に
代

へ
る
こ
と
と
す
る
。

り
、

昭

和

四

年

に

は
九

割

を
超

え

る

の

で

あ

る
。

「一


